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日
本
共
産
党
豊
田
市
後
援
会
は

１
７
日
、
２
０
１
９
年
度
の
総
会

を
開
催
し
、
臨
時
国
会
の
会
期
中

で
多
忙
の
中
、
も
と
む
ら
伸
子
衆

院
議
員
が
駆
け
つ
け
、
国
会
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

今
国
会
で
大
問
題
と
な
っ
て
い

る
安
倍
首
相
主
催
の
「
桜
を
見
る

会
」。
国
会
で
は
、
５
月
１
３
日
の

衆
議
院
決
算
行
政
監
視
委
員
会

で
、
日
本
共
産
党
の
宮
本
徹
衆
院
議

員
が
追
及
し
て
い
ま
し
た
。「
桜
を

見
る
会
」
の
予
算
額
と
支
出
額
と
の

か
い
離
が
あ
り
、
予
算
計
上
額
は
約

１
７
６
６
万
円
で
す
が
、
今
年
の
支

出
額
は
、
そ
の
３
倍
以
上
の
５
５
１

８
万
円
を
超
え
て
い
ま
す
。
参
加
人

数
も
、
安
倍
政
権
以
降
、
増
え
続
け

今
回
は
約
１
万
８
２
０
０
人
、
そ
の

う
ち
安
倍
首
相
の
後
援
会
員
が
約

 

ま
た
、
も
と
む
ら
議
員
は
日
本

郵
政
か
ん
ぽ
不
正
問
題
で
質
問
し

た
内
容
や
、
台
風
被
災
地
の
視
察

で
、
三
重
県
伊
勢
市
、
静
岡
県
伊

豆
の
国
市
な
ど
の
被
災
者
の
声
を

聞
き
、
伊
勢
市
で
は
、
災
害
救
助

法
に
あ
る
応
急
修
繕
費
が
、
被
害

の
範
囲
の
要
件
か
ら
外
れ
て
い
る

た
め
適
応
さ
れ
ず
、
復
旧
が
遅
れ

て
い
る
問
題
を
指
摘
し
ま
し
た
。 

１
１
月
６
日
に
は
、
航
空
自
衛

隊
が
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
低
空
で

迎
撃
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
Ｐ
Ａ

Ｃ
ー
３
の
訓
練
を
、
日
進
市
に
あ

る
愛
知
県
口
論
義
（
こ
う
ろ
ぎ
）

運
動
公
園
で
お
こ
な
っ
た
問
題

で
、
防
衛
省
航
空
自
衛
隊
監
部
は
、

事
前
に
愛
知
県
や
日
進
市
に
説
明

し
て
「
ご
理
解
い
た
だ
い
た
」
と

い
う
認
識
で
あ
っ
た
こ
と
、
自
治

会
や
住
民
へ
の
「
説
明
は
し
て
い

な
い
」
と
の
こ
と
で
あ
り
、
も
と

む
ら
議
員
は
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
ー
３
訓
練

が
住
民
に
知
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く

行
わ
れ
る
こ
と
に
も
、
強
く
抗
議

し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

も
と
む
ら
議
員
は
、
あ
い
ち
ト

リ
エ
ン
ナ
ー
レ
へ
の
補
助
金
不
交

付
問
題
な
ど
、
憲
法
違
反
の
政
治

へ
の
怒
り
を
束
ね
、
安
倍
自
公
政

治
を
終
わ
ら
せ
る
決
意
を
語
り
、

参
加
者
を
励
ま
し
ま
し
た
。 

 

住
み
よ
い
豊
田
を
創
る
会
は
、

来
年
２
月
の
市
長
選
挙
に
向
け

て
、
政
党
・
団
体
・
個
人
の
意
見

を
基
に
、
政
治
姿
勢
と
基
本
政
策

を
ま
と
め
ま
し
た
。 

住
み
よ
い
豊
田
を
創
る
会
が
９

月
に
お
こ
な
っ
た
「
市
政
を
語
る

つ
ど
い
」
で
は
、
日
本
共
産
党
、

社
民
党
、
緑
の
党
か
ら
代
表
が
参

加
し
、
政
治
団
体
の
代
表
や
、
市

民
の
要
求
運
動
を
継
続
的
に
お
こ

な
っ
て
い
る
市
民
で
作
ら
れ
た

数
々
の
会
の
方
か
ら
、
意
見
が
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

こ
ど
も
園
や
図
書
館
の
民
営

化
、
医
療
と
病
院
問
題
、
お
い
で

ん
バ
ス
を
始
め
と
し
た
公
共
交
通

拡
充
の
問
題
、
公
園
整
備
な
ど
ま

ち
づ
く
り
の
問
題
等
、
市
政
を
ど

う
考
え
、
今
の
市
政
を
ど
う
変
え

て
い
く
か
と
い
う
立
場
で
発
言
さ

れ
た
意
見
を
、
反
映
さ
せ
、
政
策

と
し
て
練
り
あ
げ
て
検
討
し
て
き

た
も
の
が
「
政
治
姿
勢
」
と
「
基

本
政
策
」
と
な
り
ま
し
た
。 

政
党
や
政
治
団
体
の
方
が
加
わ

っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

よ
り
幅
広
い
市
民
の
意
見
が
反
映

さ
れ
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

【
政
治
姿
勢
】 

 

市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
訴
え 

る
市
民
に
寄
り
添
う
市
政
を
貫

き
ま
す
。 

 

【
基
本
政
策
】 

◇
義
務
教
育
で
の
少
人
数
学
級
を

拡
大
し
ま
す
。 

◇
こ
ど
も
園
・
図
書
館
の
民
間
移

管
・
民
営
化
政
策
を
、
市
民
と
と

も
に
考
え
、
見
直
し
も
視
野
に
再

検
討
し
ま
す
。 

◇
２
０
２
５
年
問
題
（
団
塊
の
世
代

の
全
員
が
７
５
歳
に
達
す
る
）
に

対
処
す
る
た
め
に
、
医
療
セ
ン
タ

ー
を
基
軸
に
、
老
保
施
設
を
確
保

し
ま
す
。 

◇
市
民
全
員
に
救
急
医
療
が
及
ぶ

体
制
を
確
立
し
ま
す
。 

◇
核
と
な
る
都
市
公
園
を
拡
充
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
公
園
や
憩

い
の
場
を
大
切
に
し
て
、
子
育
て

し
や
す
い
環
境
を
確
保
し
ま
す
。 

◇
お
い
で
ん
バ
ス
・
地
域
バ
ス
等
の

公
共
交
通
を
拡
充
し
、
高
齢
者
が

移
動
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

す
す
め
ま
す
。 

◇
住
民
の
経
験
と
知
恵
を
尊
重
し

た
、
中
山
間
地
域
の
防
災
対
策
や

振
興
策
を
確
立
し
ま
す
。 

８
５
０
人
。
さ
ら
に
問

題
は
、
高
級
ホ
テ
ル
で

の
前
夜
祭
参
加
費
が

５
千
円
と
な
っ
て
お

り
、
安
倍
事
務
所
が
補

て
ん
し
た
の
で
は
、
と

の
疑
惑
で
す
。 

野
党
は
結
束
し
て

真
相
徹
底
究
明
の
た

め
、
追
及
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
、
安
倍
政
権
に

対
峙
し
、
退
陣
に
追
い

込
む
構
え
で
す
。 
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愛
知
保
育
団
体
連
絡
協
議
会
の 

保
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
１
０
月
３
０

日
、
豊
田
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

豊
田
の
保
育
を
考
え
る
会
の
会
員

が
参
加
、
根
本
み
は
る
市
議
が
同

席
し
ま
し
た
。 

今
年
の
懇
談
内
容
は
、
育
児
休

業
へ
の
対
応
と
兄
弟
同
時
入
所
、

企
業
主
導
型
保
育
事
業
の
開
設
な

ど
の
待
機
児
童
対
策
、
保
育
士
不

足
と
保
育
士
確
保
の
施
策
、
放
課

後
児
童
支
援
員
の
配
置
、
面
積
の

確
保
等
で
、
回
答
が
さ
れ
ま
し
た
。 

職
員
体
制
で
は
、
正
規
保
育
士

は
７
９
６
人
、
パ
ー
ト
を
含
む
非

正
規
職
員
は
９
２
８
人
。
保
育
士

 

 

日
本
共
産
党
は
、
広
範
囲
に
甚

大
な
被
害
を
与
え
た
台
風
被
害
の

救
援
募
金
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

党
中
央
委
員
会
に
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
募
金
は
１
１
月
８
日
時
点
で

７
２
０
０
万
円
を
超
え
ま
し
た

（
豊
田
市
内
で
呼
び
掛
け
た
街
頭

募
金
３
１
５
５
７
円
も
送
り
ま
し

た
）
。
温
か
い
ご
支
援
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
募
金

は
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
自
治
体

に
義
援
金
と
し
て
お
届
け
し
ま

す
。
引
き
続
き
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

豊
田
革
新
懇
（
平
和
と
民
主
主

義
・
革
新
統
一
を
す
す
め
る
豊
田

懇
談
会
）
は
９
日
、
２
０
１
９
年

の
総
会
と
記
念
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
記
念
講
演
は
、
高
橋
信

（
ま
こ
と
）
氏
か
ら
「
徴
用
工
問

題
と
日
韓
関
係
」
と
題
し
て
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。
高
橋
氏
は
、
名

古
屋
三
菱
・
朝
鮮
女
子
勤
労
挺
身

隊
訴
訟
を
支
援
す
る
会
共
同
代
表

で
す
。
朝
鮮
女
子
勤
労
挺
身
隊
訴

訟
は
、
戦
中
、
朝
鮮
半
島
か
ら
、

名
古
屋
三
菱
へ
強
制
連
行
・
労
働

さ
せ
ら
れ
て
い
た
少
女
達
が
、
国

と
三
菱
重
工
業
に
対
し
、
奪
わ
れ

た
人
生
の
被
害
へ
の
謝
罪
と
償
い

を
求
め
、
１
９
９
９
年
３
月
に
訴

訟
を
提
起
し
た
も
の
で
す
。
２
０

０
５
年
３
月
に
名
古
屋
地
裁
が
韓

日
請
求
権
協
定
を
理
由
に
請
求
を

棄
却
し
た
た
め
、
控
訴
審
で
引
き

続
き
救
済
を
求
め
、
提
訴
か
ら
２

０
年
と
な
っ
た
今
年
、
４
名
の
原

告
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本

政
府
に
は
、
植
民
地
支
配
に
よ
る

加
害
の
歴
史
の
真
実
に
向
き
合

い
、
日
韓
両
国
政
府
が
対
決
す
る

の
で
は
な
く
、
対
話
を
通
じ
た
問

題
解
決
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
豊
田

革
新
懇
の
総
会
で
は
、
１
年
の
活

動
報
告
と
、
安
倍
改
憲
阻
止
の
運

動
、
豊
田
市
を
民
主
的
市
政
に
す

る
活
動
方
針
、
役
員
体
制
な
ど
決

定
し
ま
し
た
。 

 

 

確
保
策
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
で
、
実

証
実
験
を
１
０
園
で
お
こ
な
っ
て
、

事
務
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
保

育
士
資
格
が
無
い
方
も
研
修
を
受
け

て
園
に
来
て
い
る
が
、
現
場
で
活
か

せ
る
研
修
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
、

と
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）

の
支
援
員
か
ら
は
、
静
養
室
、
ト
イ

レ
、
手
洗
い
場
の
整
備
の
要
望
が
出

さ
れ
ま
し
た
。 
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